
 

 

 

 

 

 

 

ＦＪ８０４ 
 

 

 

 

 

 

 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ 

フラッシュマイコンプログラマ用 

コントロールモジュール 

 

 

 

 

ターゲットマイコン：ＭＮ１０３ＳＦ３３Ｎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インストラクションマニュアル 

 

 

 

 

株式会社ＤＴＳインサイト 

 

 



 1 

ＦＪ８０４ 

ＩＮＳＴＲＵＣＴＩＯＮ ＭＡＮＵＡＬ 

Ｎｏ．Ｍ２３２９ＮＣ－０１ 

 

 

 

 

改訂履歴 

版  発行日付  変更内容 

第 1版  2003.09.27 新規発行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おことわり 

１） 本書の内容の全部または一部を、無断転載することは禁止されています。 

２） 本書の内容は、改良のため予告なしに変更することがあります。 

３） 本書の内容について、ご不審な点やお気付きの点がございましたらご連絡ください。 

４） 本製品を運用した結果の内容の影響につきましては、３）に関わらず責任を負いかねますので 

ご了承ください。 

 

© DTS INSIGHT CORPORATION. All Rights Reserved． 
Printed in Japan 
 



 2 

目 次 

 

１．概要................................................................................ 3 

２．仕様................................................................................ 5 

２－１．対象マイコンと仕様 ............................................................ 5 

２－２．機種固有のパラメータ設定 ...................................................... 6 

２－２－１．【 Ｐａｒａｍｅｔｅｒ Ｔａｂｌｅ １ ウィンドウの設定 】 ..................... 6 

２－２－２．【 Ｂａｓｉｃ Ｏｐｅｒａｔｉｏｎウィンドウの設定 】 ..................... 12 

２－２－３．【 Ｐａｒａｍｅｔｅｒ Ｔａｂｌｅ ２ ウィンドウの設定 】 ................. 16 

２－３．デバイスファンクションと実行機能 ............................................. 17 

３．書き込み制御プログラム（ＷＣＰ）のインストール ..................................... 18 

３－１．概要 ........................................................................ 18 

３－２．書き込み制御プログラム（ＷＣＰ）インストール ................................. 19 

４．暗号機能 ........................................................................... 20 

４－１．暗号コードプロテクト機能の概要 ............................................... 20 

４－２．暗号コード処理フロー ......................................................... 20 

４－３．暗号コードのキーボード入力方法（スタンドアローン） ........................... 23 

４－４．暗号コード配置タイプ ......................................................... 24 

５．ハンドシェイクモード切り替え機能 ................................................... 26 

５－１．概要 ........................................................................ 26 

５－２．切り替え方法................................................................. 26 

６．エラーメッセージ ................................................................... 27 

６－１．概要 ........................................................................ 27 

６－２．エラーコード................................................................. 27 

７．ターゲットシステムとの接続と専用コネクタ ........................................... 28 

７－１．信号一覧表 .................................................................. 28 

７－２．代表的な接続例............................................................... 32 

７－３．制御信号波形................................................................. 37 

７－４．プローブ .................................................................... 41 

８．代表マイコン以外への適用 ........................................................... 43 

８－１．パラメータ変更（ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのキーボードを使って） .................. 43 

８－２．対象マイコンの変更（別売のリモートコントーローラを使って） ................... 43 

８－３．リモートコントローラによるパラメータの変更方法 ............................... 44 

９．定義体交換機能 ..................................................................... 45 

９－１．定義体交換機能概要 ........................................................... 45 

９－２．定義体交換方法............................................................... 46 

１０．コントロールモジュール作成手順 ................................................... 47 

１０－１．作成要領 .................................................................. 47 

１１．ご利用上の注意 ................................................................... 51 

 



 3 

１．概要 

ＦＪ８０４は、ＳＵＰＥＲ ＩＭＰＲＥＳＳシリーズ（以項ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ）アドバンス 
オンボードフラッシュマイコンプログラマ用のコントロールモジュールです。 

ＦＪ８０４は、松下電器産業株式会社製：ＭＮ１０３ＳＦ３３Ｎを代表機種とする、これと同一の 
アルゴリズム・プロトコルで書き込み可能なフラッシュメモリ内蔵マイコンを対象とします。 
書き込み制御情報を内蔵したコンパクトフラッシュカードで構成されます。 
コントロールモジュール（コンパクトフラッシュカード）の書き込み制御情報エリア以外は、ＤＯＳ 
ファイル領域として、お客様がホストコンピュータ上で作成したオブジェクトファイルの一時的保管 
領域等としてご利用頂けます。 
コントロールモジュールは，／Ｐ６４，／Ｄ６４，／Ｄ２５６，／Ｄ５１２のオプション指定となり

ます。コントロールモジュールオプションは、対応できるコンパクトフラッシュカードのサイズによ

り決まっており、それぞれ、／Ｐ６４は、６４Ｍバイトまで、／Ｄ６４は、６４Ｍバイトまで、 
／Ｄ２５６は、２５６Ｍバイトまで、／Ｄ５１２は、５１２Ｍバイトまでとなっております。 
Ｄタイプは、コントロールモジュールフォルダ切り換えが可能です。 
弊社では、標準プローブケーブルとして、ＡＺ４１０、ＡＺ４１１、ＡＺ４１２、ＡＺ４１３、の 
４タイプをご用意しております。 
ＦＪ８０４のご利用にあたってはＡＺ４１１－Ｓ２（波形整形アダプタ）のご使用を推奨致します。 
その他のプローブケーブルについては、弊社または代理店へお問い合わせください。 
その他のプローブケーブルについては、弊社又は代理店にお問い合わせください。 

 

 

＜ ご注意 ＞ 
コントロールモジュールでは、当該代表マイコンと同一のアルゴリズム・プロトコルをもつ、 
他のマイコンの書き込みが可能です。 
書き込み方式が同一の当該代表マイコン以外のマイコン用としてご利用される場合は、別売の 
リモートコントローラ（ＡＺ４９０）によって、コントロールモジュール内の一部のパラメータを 
書き換える必要があります。 
パラメータの書き換えについては、第８章をご参照ください。 
お客様がお使いになられるマイコンが、本製品の代表マイコンとその書き込みプロトコル・アルゴリ 
ズム等が同一であるか、もう一度ご確認ください。 
書き込み方式の異なるマイコンに対するご利用は、ターゲットマイコン及びそれを含むユーザー 
システムを破壊する恐れがあります。 
 
ＦＪ８０４では、書き込み対象となるマイコンを広くサポートする目的で、書き込み電圧 
（Ｖｐｐ）の異なるマイコンも、パラメータの変更によりご利用頂けるように設計してあります。 
第７章の信号線の接続仕様を十分に理解した上で、正しい結線でご利用ください。 
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【 確認事項 】 
ａ．コントロールモジュールのマニュアルに表記されている代表マイコン型名と同一の 
 書き込み方法か否か？ 
 
ｂ．特にプログラミング用電圧（Ｖｐｐ）及び書き込み制御アルゴリズムが代表機種と 
 一致しているのか？ 
 
ｃ．書き込み制御のための通信プロトコルが代表マイコンと同一か？ 
 
 
ｄ．ＲＡＭローディング方式の書き込み制御プログラムを採用しているマイコンでは、当該する 
 マイコン用の書き込み制御プログラムが用意されているか？ 
 また、そのプログラムの仕様は、本器の代表マイコン用の書き込み制御プログラムと同一の 
 書き込み仕様となっているか？ 

 
ご不明な点は、弊社または代理店へお問い合わせください。 
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２．仕様 

 

２－１．対象マイコンと仕様 

特に記載なき項目は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ標準に準じます 

 

型名 ＦＪ８０４ 

ターゲットマイコン ＭＮ１０３ＳＦ３３Ｎ 

フラッシュメモリ容量 ５１２Ｋｂｙｔｅ 

フラッシュメモリアドレス ＃４０００００００ ～ ＃４００７ＦＦＦＦ 

書き込み制御時のＶｐｐ 印可なし 

デフォルト値 － 

Ｖｐｐ印加時のターゲット 

電圧最低値 
－ 

オブジェクトファイル 

フォーマット 

モトローラＳ 

バイナリ 

デフォルト モトローラＳ 

ターゲットインタフェイス 

ＵＡＲＴ（非同期通信）インタフェイス 
２４００ｂｐｓ／４８００ｂｐｓ／９６００ｂｐｓ／１９２００ｂｐｓ 

３１２５０ｂｐｓ／３８４００ｂｐｓ／６３５００ｂｐｓ 
７６８００ｂｐｓ／１０４００ｂｐｓ 

□ ＭＳＢファースト      ■ ＬＳＢファースト 
 

ＣＳＩ（同期通信）インタフェイス 
６２．５Ｋ／１２５Ｋ／２５０Ｋ／８５０Ｋ／１．２５Ｍｂｐｓ 

□ ＭＳＢファースト      ■ ＬＳＢファースト 

ターゲット―ライタ間の 

転送データフォーマット 
バイナリ 

イレーズ状態 ＃ＦＦ 

書き込み時のターゲット 

マイコン動作周波数 
１０．０ＭＨｚ ～ ３０．０ＭＨｚ ＊１ 

書き込み時のターゲット 
インタフェイス電圧 ２．７Ｖ～３．３Ｖ（ＶＤＤＨ） 

 
 ＊１【ＦＵＮＣ ＤＦ】の設定値は入力周波数とします。 
  端子の設定条件とマイコン動作クロックと入力周波数の範囲以下のようになります 

端子の設定 入力周波数に対する倍率 
入力周波数の範囲(MHz) 

CKSEL FREQ SYSCLK MCLK IOCLK 

L H 1/2 1/2 1/8 10≦fosci≦30 

H H 1 1 1/4  8≦fosci≦15 

H L 1 1 1/4 16≦fosci≦30 

  【ＦＵＮＣ ＤＦ】の設定方法については第２－２章をご参照ください。 
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２－２．機種固有のパラメータ設定 

 

ＡＺ４９０（リモートコントローラ：Ｗｉｎｄｏｗｓ上で動作）を利用して次の初期設定を行います。 

リモートコントローラのご利用方法については、ＡＺ４９０：リモートコントローラのインストラク 

ションマニュアルをご参照ください。 

 

２－２－１．【 Ｐａｒａｍｅｔｅｒ Ｔａｂｌｅ １ ウィンドウの設定 】 

Ｐａｒａｍｅｔｅｒ Ｔａｂｌｅ １ 画面上で、ターゲットマイコンにあったパラメータ設定を行います。 
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① ＴＶｃｃ Ｔｈｒｅｓｈｏｌｄ【 ＦＵＮＣ Ｄ３ 】 

ターゲットマイコンの動作電圧の下限値よりさらに１０％程低い値を設定してください。 
ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳは、ターゲットマイコンの動作電圧（ＴＶｃｃ）を監視しており、 
この電圧がここで設定する電圧値以上の時に、デバイスファンクションを実行します。 
ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳでのＴＶｃｃスレッショルドの設定は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳの 
インストラクションマニュアル【 ５－４－５ ＴＶｃｃスレッショルド設定 】をご参照ください。 
 

 

② Ｆｌａｓｈ ＲＯＭ【 Ｆｉｒｓｔ／Ｌａｓｔ Ａｄｄｒｅｓｓ 】【 ＦＵＮＣ Ｄ６ 】 

マイコンに内蔵されているフラッシュメモリ領域（Ｆｉｒｓｔ／Ｌａｓｔ Ａｄｄｒｅｓｓ）を 

設定してください。 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳでのＦｌａｓｈ ＲＯＭの設定はできずに、表示のみとなります。 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳインストラクションマニュアル【 ５－４－８ フラッシュメモリ領域 

表示 】をご参照ください。 

 

 

③ ＲＯＭ Ｂｌｏｃｋ Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ 

フラッシュメモリのブロック構成を設定します。 

 

＜ ブロック情報テーブル ＞ 

ブロック情報テーブルは、ブロックグループＮｏ．、ブロックグループのスタートアドレス、 

ブロックサイズの３情報からなります。 

ブロックグループＮｏ．： Ｇｒｏｕｐ１～Ｇｒｏｕｐ１４までの１４Ｇｒｏｕｐが指定できます。 

   連続したブロックサイズの等しい一群のブロックを一つのブロック 

   グループとして、アドレスの若い方から、若い番号のブロック番号を 

付与します。 

スタートアドレス： ブロックグループの開始アドレスです。 

   このアドレスからブロックサイズで定められた大きさのフラッシュ 

   メモリが連続して並び、一つのブロックグループを構成します。 

ブロックサイズ： ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳは、次の（ブロック）グループアドレスまで、 

   このブロックサイズで定められたフラッシュメモリブロックが連続して 

   配置されるものと解釈されます。 

   また、ブロックサイズを 1にするとアクセス禁止領域となります。アク 

セス禁止領域はデバイスファンクション実行領域でも、デバイスファン 

クションが実行されません。 
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例 ） 

ブロックグループＮｏ． スタートアドレス ブロックサイズ 

１ ＃００Ｆ８００００ ＃００００８０００ 

２ ＃００ＦＡ００００ ＃０００１００００ 

 

 

スタートアドレス 

 

＃Ｆ８００００ → 

 

＃Ｆ８８０００ → 

 

＃Ｆ９００００ → 

 

＃Ｆ９８０００ → 

 

＃ＦＡ００００ → 

 

 

＃ＦＢ００００ → 

 

 

＃ＦＣ００００ → 

 

 

＃ＦＤ００００ → 

 

 

＃ＦＥ００００ → 

 

 

＃ＦＦ００００ → 

 

 

 

 

 

 

 

 

ブロックグループ１ 

上の例では、＃Ｆ８００００から３２Ｋ 

バイトのブロックサイズをもつフラッシュ 

メモリブロックが次のブロックグループの

スタート（＃ＦＡ００００）まで連なる 

事を示します。 

ブロックグループ２ 

上の例では、＃ＦＡ００００から６４Ｋ 

バイトのブロックサイズをもつフラッシュ 

メモリブロックがフラッシュメモリの最終

アドレス（＃ＦＦＦＦＦＦ）まで連なる 

事を示します。 
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④ ＭＣＵ Ｃｌｏｃｋ Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ【 ＦＵＮＣ ＤＦ 】 

マイコンの外部入力周波数を入力してください。 
設定値はデバイスファンクション実行時にマイコンに転送され、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳとマイコ 
ンとの通信により正しく設定されているかチェックされます（±１０％を誤差の範囲とします）。 
設定値が異常と判定された場合、“１４：ＤＥＶＩＣＥ ＥＲＲ ４２”と表示されます。 
注ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳでのＭＣＵ Ｃｌｏｃｋ設定は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのインストラク 
ションマニュアル【 ５－４－１３ ＭＣＵ動作周波数設定 】をご参照ください。 
意：この設定値はマイコンの消去/書き込みのタイミングを算出するために使用されます。 
   フラッシュっへの書き込みに対する信頼性を損なう恐れもありますので正しい値を設定 
   ください。 
 

 

⑤ ＭＣＵ Ｏｐｅｒａｔｉｏｎ Ｍｏｄｅ【 ＦＵＮＣ Ｄ４ 】 

ＦＪ８０４では、書き込み対象となるマイコンを広くサポートする目的で、マイコンのハード 
ウェアリセット解除時のプログラミングモード投入シーケンスに応じて４つのモードを設けてあ 
ります。 
また、ハンドシェイクＯＮ／ＯＦＦの切り替えを行えるように各モードにおいてハンドシェイク 
ＯＮ／ＯＦＦを切り替えるモードが用意されています。 
（ハンドシェイクについては第５章 ハンドシェイクモード切り替え機能をご参照ください） 
 

Target LSI 

MN102、MN101 

Series 

標準 

MN102、MN101 

Series 

拡張用 

MN103 

Series 

Type0 

MN103 

Series 

Type1 

拡張用 

Mode No 0000 0001 0010 0011 0100 0101 0110 0111 1000 1001 

Hand Shake 

Mode 
OFF ON OFF ON OFF ON OFF ON OFF ON 

AZ490 0000 0001 0010 0011 0100 0101 0110 0111 1000 1001 

Displayed 

NET IMPRESS 

LCD 

Mod.0N Mod.0B Mod.1N Mod.1B Mod.2N Mod.2B Mod.3N Mod.3B Mod.4N Mod.4B 

 モード設定についてはご利用になるマイコンのマイコンパックのインストラクションマニュアルを 
 ご参照ください。 
 

 

⑥ ＷＤＴ Ｃｌｏｃｋ Ｐｅｒｉｏｄ【 ＦＵＮＣ Ｄ５ 】 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳは、オンボードプログラミング中に定周期のクロックパルスを出力する 
機能を持っています。この周期を利用する場合はＷＤＴ周期の設定を行います。 

定周期パルスは、３－１信号一覧表のＷＤＴ（１８ピン端子）信号から出力されます。 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳでのＷＤＴ設定は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのインストラクション 

マニュアル【 ５－４－７ ウォッチドックタイマ設定 】をご参照ください。 
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⑦ Ｄａｔａ Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳとターゲットマイコン間の通信設定を指定します。 

ＦＪ８０４では、ウィンドウの各項目を次のように設定してください。 

 

・ 通信路選択【 ＦＵＮＣ Ｄ１ 】 

ご利用の通信経路を選択してください。 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳでの通信路設定は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのインストラクション 

マニュアル【 ５－４－２ 通信路設定 】をご参照ください。 
 

・ Ｃｈａｎｎｅｌ Ｎｏ．【 ＦＵＮＣ Ｄ７ 】 

ＦＪ８０４での通信チャネル設定は必要ありません。 
 

・ ＵＡＲＴ Ｂａｕｄ Ｒａｔｅ【 ＦＵＮＣ Ｄ２ 】 

ＵＡＲＴ通信時の通信速度を設定します。 
ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳでのＵＡＲＴ通信速度設定は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのインストラク 
ションマニュアル【 ５－４－３ ＵＡＲＴ通信速度設定 】をご参照ください。 
 

・ ＣＳＩ Ｂａｕｄ Ｒａｔｅ【 ＦＵＮＣ Ｄ９ 】 

ＣＳＩ通信時の通信速度を設定します。 
ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳでのＣＳＩ通信速度設定は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳの 
インストラクションマニュアル【 ５－４－４ＣＳＩ通信速度設定 】をご参照ください。 

 

  ご利用のマイコンでは通信経路､ボーレートに制限があるものがございます。 
  詳細はご利用になるマイコンのマイコンパックのインストラクションマニュアルをご参照くださ 
  い。 
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⑧ ＭＣＵ Ｔｙｐｅ【 ＦＵＮＣ Ｄ８ 】 

この項目へ設定された内容が、ウィンドウ左上部のＭＣＵ Ｔｙｐｅ及びＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ 

本体上に表示されます。 

マイコンの型名、お客様の装置型名など任意の文字を７桁まで入力できます。 

 

 

⑨ ＯＫ 

Ｐａｒａｍｅｔｅｒ Ｔａｂｌｅ １ウィンドウ内容を、コントロールモジュールに転送するキー 

です。①～⑨の設定変更後は、ウィンドウに移る前に必ず、ＯＫキーを押してください。 

ＯＫキーが押されなければ、パラメータは反映されません。 
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２－２－２．【 Ｂａｓｉｃ Ｏｐｅｒａｔｉｏｎウィンドウの設定 】 

Ｂａｓｉｃ Ｏｐｅｒａｔｉｏｎウィンドウ上では、次の２項目の設定を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 13 

 

① Ｄｅｖｉｃｅ Ｆｕｎｃｔｉｏｎ【 ＦＵＮＣ ０ 】 

マイコンへのデバイスファンクションの対象領域を設定します。 

通常は、２－２－１．②項のＦｌａｓｈ ＲＯＭ領域と同じ設定にします。 

デバイスファンクションアドレス【 ＦＵＮＣ ０ 】は、その設定アドレス値により、図２－２－ 

２－１のようにフラッシュメモリのブロック境界アドレスに自動アライメントされます。 

この自動アライメントされた領域に対して、デバイスファンクションが実行されます。 

 

 

② Ｂｕｆｆｅｒ Ａｒｅａ【 ＦＵＮＣ Ｆ５ 】 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのバッファメモリ上のデータをセーブ・ロード（バイナリファイルの場合） 

する領域を設定します。 

通常は、２－２－１．②項のＦｌａｓｈ ＲＯＭ領域と同じ設定にします。 

図２－２－２－２は、Ｄｅｖｉｃｅ Ｆｕｎｃｔｉｏｎ【 ＦＵＮＣ ０ 】、Ｂｕｆｆｅｒ  

Ａｒｅａ【 ＦＵＮＣ Ｆ５ 】、Ｆｌａｓｈ ＲＯＭ Ａｒｅａ【 ＦＵＮＣ Ｄ６ 】の関係を示して

います。 

 

 

③ ＯＫ 

ウィンドウ内容を、コントロールモジュールに転送するキーです。 

①～②の設定変更後は、ウィンドウに移る前に必ず、ＯＫキーを押してください。 

ＯＫキーが押されなければ、パラメータは反映されません。 
 
 
 
 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          ターゲット MCU メモリ空間 First Addr

               ブロック境界 →

                                                    Last Addr
                                                           
                     
                        

                                                        
                                                         

FUNC  D 6
内蔵エリア表示

FUNC  0
アドレスセット

デバイスファンクションの

対象領域(Ex.書きたい領域)

FUNC  0 アドレスセットとアドレスアライメント

実際の対象領域：     ＋
   ブロック境界に自動アライ

   メントされる

フラッシュメモリ：

 小さなフラッシュメモリブロック

 の集まりから構成されている。

 特に消去が 1 ブロック単位でしか

 行えない。

   (1 バイト単位で消去できない)

ブロック構成、内蔵エリア設定

は、AZ290 を使用して行う。

図
２
－
２
－
２
－
１

　
　
　

1314 
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                        ターゲット MCU メモリ空間  First Addr    ←ロード時(ﾊﾞｲﾅﾘﾌｧｲﾙ)のｱﾄﾞﾚｽ範囲

                                                                               →セーブ時の

                                                                                  ｱﾄﾞﾚｽ範囲

                                                    Last Addr

                                                          注意                     Binary File

                        

                                                        
                                                         

0001020

3040506

070809

…

 フラッシュメモリ領域
FUNC  D 6
内蔵エリア表示

FUNC  F 5
転送アドレス設定

First Addr と
Rom First は必ず同一

設定する

FUNC  0
アドレスセット

デバイスファンクションの

対象領域(Ex.書きたい領域)
通常は

FUNC  0
FUNC  D 6    同一設定

FUNC  F 5
FUNC 0 D5,D6 の設定が一

致していないとき、AF200
のパワーON 時アラーム警

告が出ます。

アドレス設定ファンクション

DOS File：バイナリファイルの

転送エリア(バイナリファイルに

はアドレスが入っていないため)

図
２
－
２
－
２
－
２

　
　
　
　

14

 

15 
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２－２－３．【 Ｐａｒａｍｅｔｅｒ Ｔａｂｌｅ ２ ウィンドウの設定 】 

この設定ウィンドウには、マイコン固有パラメータが設定されていますので、変更しないでください。 

設定変更が必要な場合は、事前に必ず弊社サポートセンタまで、ご相談ください。 
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２－３．デバイスファンクションと実行機能 

 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのデバイスファンクション起動時に実行される機能は以下のとおりです。 

 

デバイスファンクション ERASE BLANK PROGRAM READ E.P.R COPY 

対

象

メ

モ

リ

域 

【FUNC 0】による 

フラッシュメモリ 

一部領域 

○ ○ ○ ○ ○ ○ 

【FUNC D6】による 

フラッシュメモリ 

全領域 

○ ○ ○ ○ ○ ○ 

フラッシュメモリに 

対する実行動作 

■Erase  □Erase  ■Erase  

■Blank ■Blank □Blank  ■Blank  

  ■Program  ■Program  

  ■Read ■Read ■Read ■Copy 

     ■Read 

備考 
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３．書き込み制御プログラム（ＷＣＰ）のインストール 

 
３－１．概要 

このコントロールモジュールでは、コマンド実行に先立って（ターゲットシステム上で動作する） 
書き込み制御プログラムをマイコンへ転送し、その制御のもとでフラッシュメモリへのプログラ 
ミングを行います。 
転送される書き込み制御プログラムは、コントロールモジュール内のＤＯＳ領域に、あらかじめ、 
ｘｘｘ．ＢＴＰの拡張子をもつファイル名で配置します。 
ｘｘｘ．ＢＴＰファイルは、１つのコントロールモジュール内にただ一つだけの配置が許されて 
います。 
２つ以上のｘｘｘ．ＢＴＰファイルを配置することや、ｘｘｘ．ＢＴＰファイルを配置しないでの、 
ご利用はできません。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NET IMPRESS 

ﾀｰｹﾞｯﾄｼｽﾃﾑ 

ｺﾝﾄﾛｰﾙﾓｼﾞｭｰﾙ 

abc.S 

xxx.BTP 書き込み制御ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾌｨﾙ 

DOS 領域 

ﾌﾞｰﾄされた書き込み 
制御ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 
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３－２．書き込み制御プログラム（ＷＣＰ）インストール 

 

付属のＭｉｃｏｎＰａｃｋ Ｄｉｓｋの中から、ｘｘｘ．ＢＴＰの拡張子をもっているファイルを、 

本コントロールモジュールのＤＯＳ領域に配置してください。 

 

次の要領で本コントロールモジュールのＤＯＳ領域へのファイルセーブを行います。 
① コンパクトフラッシュのドライブ（＊１）をもつパーソナルコンピュータに本コントロール 
  モジュールを、実装します。 

この時、コンパクトフラッシュ用ドライバが正しくインストールされていることを前提と 
します。 

   
② ＭｉｃｏｎＰａｃｋ Ｄｉｓｋ内の書き込み制御プログラムを、コンパクトフラッシュの 
  ルートにコピーします。 

 

   ＊１：ＰＣＭＣＩＡカードスロット 
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４．暗号機能 

 

４－１．暗号コードプロテクト機能の概要 

本コントロールモジュールには、マイコンへ暗号を送信する機能があります。ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳ 

Ｓと通信を行うマイコンには、暗号コードを受信・解読する機能が組み込まれています。暗号コード 

をマイコンに送信することで不正なデータ書き込み、及び読み出しを防ぐことができます。 

また、暗号コードはデバイスファンクション実行時に毎回、マイコン側に送信され、マイコンが暗号 

コードチェックを行います。 

 

 

４－２．暗号コード処理フロー 

図４－１にＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳフラッシュマイコンプログラマの暗号コード処理フローを 

示します。ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳでは、次の２種類の方法で暗号コードを入力する事ができます。 

 

① ｘｘｘ．ＫＥＹの拡張子を持つ暗号ファイルを、コントロールモジュールのＤＯＳ領域にあらか 

 じめ配置しておく方法。 

暗号ファイルは、カレントファイル名（現在、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳバッファＲＡＭに展開され 

ているファイル名）と同じである必要があります。（拡張子は”ＫＥＹ”） 

 

② ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのキーボードから、暗号コードを入力する方法。 

コントロールモジュールのＤＯＳ領域に、マスターキーファイル（ＹＭｘｘＬ００２．ＡＭＫ） 

が配置して頂く事で、キーボード入力する際の、暗号アドレスガイダンス機能がご利用頂けます。 

（マスターキーファイルは、コントロールモジュールに付属されているフロッピーディスクの中 

 に入っています。また、マスターキーファイルはマイコン毎にあります） 

 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ単体でご利用頂く場合は、①、②の双方の暗号入力方法がご利用頂けます。 

ＰＣからのリモートコントロールで、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳをご利用になる場合には、①の暗号 
ファイルによる方法をご利用下さい。 
暗号ファイルは、別売りのセキュリティファイルゼネレータ（ＡＺ４８１）を、ご利用頂くことで、 
容易に作成できます。 
 

 

キーワード入力方法 リモートコントロール スタンドアロン（単体） 

① 暗号ファイルを利用 ○ ○ 

② キーボード入力を利用 × ○ 
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マスターキーファイルは、弊社ホームページ上の当該マイコン用マイコンパックの中に登録されて 

います。マイコンパックをダウンロードしてご利用ください。 

 

弊社ホームページアドレス：http://www.ydc.co.jp/micom/index.htm 

 

マスターキーファイルのファイル名は、次の構成になります。 

ＹＭｘｘ Ｊ８０４．ＡＭＫ 

 

 

 

 

 

＊）複数のマスターキーファイルをコントロールモジュール内に配置する事もできます。 

 

 

弊社ホームページより当該マイコンパックをダウンロードし、ＹＭｘｘＪ２０４．ＡＭＫを 

コントロールモジュールのＤＯＳ領域に配置して、ご利用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 マスターキーファイルを示します 
コントロールモジュールの型名を示します 

マイコンパック名 
当該マイコン用マイコンパック名です 

コントロールモジュール 

ａｂｃ．Ｓ 

ａｂｃ．ＫＥＹ 

ＹＭｘｘＪ８０４．ＡＭＫ 

コントロールモジュール 

ａｂｃ．Ｓ 

ＹＭｘｘＪ８０４．ＡＭＫ 

コントロールモジュール内にカレント 
オブジェクトファイル（ａｂｃ．Ｓ） 
のキーファイル（ａｂｃ．ＫＥＹ）が 
存在する場合は、ａｂｃ．ＫＥＹ 
ファイルを暗号ファイルとして扱い、こ

の中のファイルから暗号コードを 
送出します 

コントロールモジュール内にカレント 
オブジェクトファイル（ａｂｃ．Ｓ）の 
キーファイル（ａｂｃ．ＫＥＹ）が 
存在しない場合は、マスターキー 
ファイル（ＹＭｘｘＪ８０４．ＡＭＫ） 
よりキーボードより入力する暗号コード 
アドレスを、ＬＣＤにガイダンス表示 
します 
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＜ 暗号コード処理フロー ＞ 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

図４－１ 

ﾃﾞﾊﾞｲｽﾌｧﾝｸｼｮﾝ開始 

ID が 
登録されているか？ 

KEY ファイルより 
ID を抽出して送信 

AMK ファイルは 
存在するか？ 

KEY ファイルが 
存在するか？ 

ID をキー操作により 
入力する 

ID が一致？ 

ID 送信回数＞3 

ID 送信回数 
初期化 

 Yes 

 No 

 Yes 

 No 

 Yes 

 No 

デバイスファンクション中断 デバイスファンクション続行 

Remote 
コントローラ制御？ 

ID が一致？ 

 Yes 

 Yes 

 No 

 Yes 

 No 

 No 

ID が一致？ 

AMK ファイルより 
ID を抽出して送信 

ID が一致？ 

 No 

暗号登録解除 

ID をカレントオブジェクトの 
ID として登録 

 No 

 No 

登録された ID を送信 

登録された ID を送信 
ID 送信回数＋１ 

 Yes 

 Yes 
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４－３．暗号コードのキーボード入力方法（スタンドアローン） 

 
暗号コードをＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのキーボードより入力する際には、マスターキーファイル 
（ＹＭｘｘＪ８０４．ＡＭＫ）をコントロールモジュールＤＯＳ領域に配置して、ご利用下さい。 
カレントオブジェクトファイルの暗号ファイルが、コントロールモジュールＤＯＳ領域にない場合は、 
このマスターキーファイルの中のキーアドレス情報をもとに、入力すべきキーワードアドレスを 
ＬＣＤ上に表示します。 
 
＜ 暗号コード入力手順 ＞ 
① カレントオブジェクトファイルの暗号ファイルがない、又はマイコンの中の暗号コードと一致 

しない場合は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのＬＣＤ上に入力すべき暗号コードのアドレスガイダンス 
情報が表示されます。 

 
 
 
 
 
②データ（Ｄ＝）の項に暗号データを入力し、ＮＥＴ ＩＭＰＥＳＳの          キーを押します。 

ＳＥＴキー押下後、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳは、次の暗号コードアドレスを表示します。 
 
 
 
 
 
③同じように、所定のバイトの暗号コードを入力します。 
全暗号コードが入力されると、ＬＣＤ上の暗号コードアドレスがブランクとなります。 
暗号コードの入力を変更する必要がある場合は、         キーで、暗号コードの確認と 
変更を行って下さい。 
設定した暗号コードの確認後、     キーを押すと、ここでテンキーより入力した暗号コード 
がカレント暗号コードとしてＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ内部に登録され、当該マイコンへ暗号コード

が出力されます。 
カレント暗号コードは、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳの電源オフになるか、新たなカレント暗号コード

が登録されるまで有効です。 
 
 
③ 出力された暗号コードに対し、マイコン側で“不正”の応答を返してきた場合、ＮＥＴ ＩＭＰＲ

ＥＳＳは、再度暗号コードのキーボード入力シーケンスをはじめから開始しされます。 
複数回の暗号コード送信に対して、不正（不一致）の応答が続くと、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳは、 
デバイスファンクションの実行を中断します。（不一致が３回続くと、中断されます） 
 

SET 

▼ ▲ 

SET 

ＦＪ８０４ 
 ／  ／ＣＯＰＹ ／ 
Ａ＝４００００００１／ Ｄ＝ＦＦ 

ＦＪ８０４ 
 ／  ／ＣＯＰＹ ／ 
Ａ＝４００００００２／ Ｄ＝ＦＦ 
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４－４．暗号コード配置タイプ 

ＦＪ８０４でサポートするマイコンでは暗号コードの配置方法に２つのタイプがあります。 

タイプは対象となるマイコンによって決められております。 

下に示す２つのタイプのうち、対象マイコンの暗号配置タイプにあわせて暗号コードを配して 
ご利用ください。 
対象となるマイコンがどちらのタイプでご利用頂けるかは、ご利用になるマイコンのマイコンパック 
のインストラクションマニュアルをご参照ください。 

 
 

①任意アドレス・任意バイト数タイプ 
・ 暗号をユーザーフラッシュの特定領域内に置く事ができます（図１参照）。 

  暗号は７バイト以上の連続したデータとし、暗号格納指定アドレス－１番地に暗号バイト数が 

  格納されているものとします。 

 （ 図２に例として暗号格納指定アドレス＃０５８０１、暗号デ－タ＃０１、＃２３・・・ 

  ＃ＡＢ、＃ＣＤとした場合のユーザープログラム内に置かれる暗号配置を示します） 

・ マイコンは暗号格納アドレス・暗号バイト数をチェックし、格納されている暗号と受信した暗号 

  データを比較し、一致した場合セキュリティ解除とします。 

・ 暗号不一致の場合、指定領域内（バイト数情報が格納されている番地を含む）すべて＃ＦＦであ 

  るかチェックし、Ａｌｌ＃ＦＦの場合、セキュリティを解除します。 

・ 暗号をご利用しない場合でも、暗号格納に指定できる領域をすべて＃ＦＦにする必要があります。 

  （暗号を使用しない場合でも、ＫＥＹファイルまたは暗号入力が必要です） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  注：暗号格納先頭アドレスに指定できるのは、暗号配置可能領域先頭アドレス＋１～とします。 

 

暗号格納領域（６ＫＢ） 

 

#05800 

#07FFF 

ユーザーフラッシュ領域 

図１ 

ユーザープログラム内の暗号 

暗号バイト数 ＃０７ 

暗号データ１ ＃０１ 

暗号データ２ ＃２３ 

暗号データ７ ＃ＣＤ 

暗号データ６ ＃ＡＢ 

#05800 

#05801 

#05807 

#05806 

図２ 
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②アドレス固定・バイト数固定タイプ 

・ ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳで書き換え可能なユーザフラッシュの先頭アドレスから８バイトを暗号 

  格納領域とします。 

・ マイコンは格納されている暗号と受信した暗号データを比較し、一致した場合セキュリティ 

  解除とします。 

・ 暗号不一致の場合、暗号格納領域すべて＃ＦＦであるかチェックし、Ａｌｌ＃ＦＦの場合、 

  セキュリティを解除します。 

・ ユーザーが、暗号を使用しない場合、暗号格納領域をすべて＃ＦＦにする必要があります。 

 （暗号を使用しない場合でも、ＫＥＹファイルまたは暗号入力が必要です） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ローダ部格納エリア 
#80000 

暗号格納エリア 

リセットスタート 
割り込みアドレス 

ユーザープログラム空間 
１２２ＫＢ 

#80400 

#81808 
#81810 
#81818 

#9FFFF 

ユーザー固定プログラム空間 
#81800 

Ｒｅｓｅｒｖｅ 

#81820 

ＲＯＭのアドレス空間 

図３ 
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５．ハンドシェイクモード切り替え機能 

 

５－１．概要 

ＦＪ８０４の対象となるマイコンに対して高速プログラミングを可能にするために、マイコンが 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳに対してハード的に消去／書き込み等の動作中を知らせるフラグを設けてあ 

ります。 

シリアル通信ラインのほかに“ＴＡＵＸ”という制御信号をマイコンに接続することで、“ＴＡＵＸ” 

の論理状態をＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳがセンスし、マイコンが消去／書き込み等の動作中であること 

を判断します。（ハンドシェイクＯＮモード） 

また、ハンドシェイクのフラグとして使用するマイコンの端子が、ターゲットシステム上で入力に固 

定されていたり接続する制御信号を極力減らしたいというお客様に対しては、通信のプロトコル上で 

マイコンが消去／書き込み等の動作中であることをしらせるモード（ハンドシェイクＯＦＦモード） 

を設けてあります。（この場合、書き換えのパフォーマンスが多少落ちます） 

 

ご注意 ハンドシェイクＯＮのモードでご利用になるときはマイコンのハンドシェイクのフラグと 

    して使用する端子は出力になります。 

 

５－２．切り替え方法 

ハンドシェイクＯＮ／ＯＦＦの切り替えは、ＭＣＵ Ｏｐｅｒａｔｉｏｎ Ｍｏｄｅ【ＦＵＮＣ Ｄ４】 

の設定によって行います。 
 
ご利用になれるモードにつきましてはご利用になるマイコンのマイコンパックのインストラクション 
マニュアルをご参照ください。 
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６．エラーメッセージ 

 
６－１．概要 

本コントロールモジュールでは、パラメータ設定の誤りに対するエラーを検出するために、 
デバイスファンクション実行時に特定のエラーメッセージを出力します。 
“１４：ＤＥＶＩＣＥ ＥＲＲ ＸＸ”の“ＸＸ”（エラーコード）の内、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ 
本体のインストラクションマニュアルに記載されていないコードが本コントロールモジュール独自の 
エラーコードになります。 
本章に記載されている以外のエラーメッセージについてはＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのインストラク 
ションマニュアルをご参照ください。 
 
６－２．エラーコード 

“１４：ＤＥＶＩＣＥ ＥＲＲ ＸＸ”の“ＸＸ”がエラーコードになっています。 
エラーに対して対処法があるものについては備考欄に記します。 
 

Code 内容 備考 
４１ 書き込みパラメータ異常。 ※１ 

４２ 周波数設定値確認エラー。 
ターゲット周波数が正しく設定されていません。 

【ＦＵＮＣ ＤＦ】の周波数設定値 
をご確認ください。 
周波数設定については第２章をご 
参照ください。 

 
 ※１：マイコン内部に書き込み／消去に対するパラメータが存在するマイコンに対してこのエラー 
    が発生することがあります。 
    詳細はご利用になるマイコンのマイコンパックのインストラクションマニュアルをご参照く 
    ださい。 
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７．ターゲットシステムとの接続と専用コネクタ 

 
７－１．信号一覧表 

本コントロールモジュールをＣＳＩでご利用頂いた場合のターゲットプローブコネクタ端の信号表を 

示します。 

マイコン信号名 ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳの標準信号名 マイコン信号名 

ＶＳＳ ＧＮＤ １５ １ ＧＮＤ ＶＳＳ 

 ＴＶｐｐ１ １６ ２ ＴＶｃｃｄ ＶＤＤＨ 

 ＴＶｐｐ２ １７ ３ Ｖｃｃ  

ウォッチドッグ 
パルス信号 

ＷＤＴ (１８) (４) ＴＲＥＳ 正論理/ＴＲＥＳ 

ＥＸＭＯＤ０ 
ＴＡＵＸ３ 

ＴＶｐｐ１ｃ 
(１９) ５ ／ＴＲＥＳ ／ＲＳＴ 

ＥＸＭＯＤ１ 
ＴＡＵＸ４ 

ＴＶｐｐ２ｃ 
(２０) ６ ＴＣＫ ＭＭＯＤ１ 

 ｒｅｓｅｒｖｅｄ ２１ ７ ｒｅｓｅｒｖｅｄ  

 ｒｅｓｅｒｖｅｄ ２２ ８ ｒｅｓｅｒｖｅｄ  

ＦＲＥＱ ＴＡＵＸ ２３ ９ 
ＴＡＵＸ２ 

（ＴＲＷ） 
 

 ＴＢＵＳＹ ２４ (１０) ／ＴＩＣＳ 
マルチプレクサ用 

信号 

 ＴＩ０ ２５ １１ 
ＴＡＵＸ５ 

（／ＴＯＥ） 
 

 ＴＶｃｃｓ ２６ １２ ＴＭＯＤＥ  

ＭＭＯＤＥ０ ＴＲｘＤ ２７ １３ ＴＴｘＤ ＣＫＳＥＬ 

ＶＳＳ ＧＮＤ ２８ １４ ＧＮＤ ＶＳＳ 

ターゲットプローブ信号表（ＭＮ１０３ＳＦ３３Ｎ） 

 

        は、必ず接続頂く信号線です。 

  （  ）の信号については必要な時のみ接続してください。 

 
 注意：○も（ ）も印のない信号線は絶対にターゲットシステムの回路には接続しないでください。 
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マイコン信号名 ＡＺ４１１－Ｓ２ 信号名 マイコン信号名 

ＥＸＭＯＤ１ ＴＡＵＸ４ 
（ＴＶｐｐ２Ｃ） (１１) １ ＴＲｘＤ ＭＭＯＤ０ 

ＭＭＯＤ１ ＴＣＫ １２ ２ ＴＴｘＤ ＣＫＳＥＬ 

ＥＸＭＯＤ０ ＴＡＵＸ３ 
（ＴＶｐｐ１Ｃ） (１３) ３ ＴＶｃｃｓ  

／ＲＳＴ ／ＴＲＥＳ １４ ４ ＴＭＯＤＥ  

ウォッチドッグ 
パルス信号 ＷＤＴ (１５) ５ ＴＩ０  

正論理／ＴＲＥＳ ＴＲＥＳ (１６) ６ ／ＴＯＥ  

 ＴＶｐｐ２ １７ ７ ＴＢＵＳＹ  

 ＶＣＣ １８ (８) ／ＴＩＣＳ マルチプレクサ用 

信号 

 Ｔｖｐｐ１ １９ ９ ＴＡＵＸ ＦＲＥＱ 

ＶＤＤＨ ＴＶｃｃｄ ２０ １０ ＴＡＵＸ２  

ターゲットプローブ信号表（ＭＮ１０３ＳＦ３３Ｎ） 

  ＧＮＤをＶＳＳに接続ください。 

 

 
  ○  は、必ず接続いただく信号線です。 
 （ ）は、必要な時のみ接続してください。 
 注意：○も（ ）も印のない信号線は絶対にターゲットシステムの回路には接続しないでください。 
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本コントロールモジュールをＵＡＲＴでご利用頂いた場合のターゲットプローブコネクタ端の信号表 

を示します。 

マイコン信号名 ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳの標準信号名 マイコン信号名 

ＶＳＳ ＧＮＤ １５ １ ＧＮＤ ＶＳＳ 

 ＴＶｐｐ１ １６ ２ ＴＶｃｃｄ ＶＤＤＨ 

 ＴＶｐｐ２ １７ ３ Ｖｃｃ  

ウォッチドッグ 
パルス信号 

ＷＤＴ (１８) (４) ＴＲＥＳ 正論理/ＴＲＥＳ 

ＥＸＭＯＤ０ 
ＴＡＵＸ３ 

ＴＶｐｐ１ｃ 
(１９) ５ ／ＴＲＥＳ ／ＲＳＴ 

ＥＸＭＯＤ１ 
ＴＡＵＸ４ 

ＴＶｐｐ２ｃ 
(２０) (６) ＴＣＫ ＭＭＯＤ１ 

 ｒｅｓｅｒｖｅｄ ２１ ７ ｒｅｓｅｒｖｅｄ  

 ｒｅｓｅｒｖｅｄ ２２ ８ ｒｅｓｅｒｖｅｄ  

 ＴＡＵＸ ２３ ９ 
ＴＡＵＸ２ 

（ＴＲＷ） 
 

 ＴＢＵＳＹ ２４ (１０) ／ＴＩＣＳ 
マルチプレクサ用 

信号 

 ＴＩ０ ２５ １１ 
ＴＡＵＸ５ 

（／ＴＯＥ） 
 

 ＴＶｃｃｓ ２６ １２ ＴＭＯＤＥ  

ＳＢＯ２ ＴＲｘＤ ２７ １３ ＴＴｘＤ ＳＢＩ２ 

ＶＳＳ ＧＮＤ ２８ １４ ＧＮＤ ＶＳＳ 

ターゲットプローブ信号表（ＭＮ１０３ＳＦ３３Ｎ） 

 

        は、必ず接続頂く信号線です。 

  （  ）の信号については必要な時のみ接続してください。 

 
 注意：○も（ ）も印のない信号線は絶対にターゲットシステムの回路には接続しないでください。 
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マイコン信号名 ＡＺ４１１－Ｓ２ 信号名 マイコン信号名 

ＥＸＭＯＤ１ ＴＡＵＸ４ 
（ＴＶｐｐ２Ｃ） (１１) １ ＴＲｘＤ ＳＢＯ２ 

ＭＭＯＤ１ ＴＣＫ (１２) ２ ＴＴｘＤ ＳＢＩ２ 

ＥＸＭＯＤ０ ＴＡＵＸ３ 
（ＴＶｐｐ１Ｃ） (１３) ３ ＴＶｃｃｓ  

／ＲＳＴ ／ＴＲＥＳ １４ ４ ＴＭＯＤＥ  

ウォッチドッグ 
パルス信号 ＷＤＴ (１５) ５ ＴＩ０  

正論理／ＴＲＥＳ ＴＲＥＳ (１６) ６ ／ＴＯＥ  

 ＴＶｐｐ２ １７ ７ ＴＢＵＳＹ  

 ＶＣＣ １８ (８) ／ＴＩＣＳ マルチプレクサ用 

信号 

 Ｔｖｐｐ１ １９ ９ ＴＡＵＸ  

ＶＤＤＨ ＴＶｃｃｄ ２０ １０ ＴＡＵＸ２  

ターゲットプローブ信号表（ＭＮ１０３ＳＦ３３Ｎ） 

  ＧＮＤをＶＳＳに接続ください。 

 

 
  ○  は、必ず接続いただく信号線です。 
 （ ）は、必要な時のみ接続してください。 
 注意：○も（ ）も印のない信号線は絶対にターゲットシステムの回路には接続しないでください。 
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７－２．代表的な接続例 

・ＣＳＩでご利用の場合の接続例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ ターゲットシステムとの接続例 ＞ 

 

 ※１ オプション機能です。 
※２ ターゲット基盤でプルアップｏｒプルダウン（使用する動作モードで）抵抗を入れて頂いた 

   だきます。抵抗値は１０ＫΩ程度を推奨します。 

 ※３ 基板上のスイッチなどで所定の書き込みモードを設定する場合は、接続の必要ありません。 

Target System IMPRESS 

MN103SF33N 

CKSEL 

WDT 

/TICS (10) 

(18) 

(27) 

(13) 

TCK MMOD1 (6) 

TAUX 

VDDH 
VDD2 
VDDB 
AVDD 
PVDD 

VSS 
AVSS 
PVSS 

/RST 

GND 

/TRES 

TVccd 

(5) 

(1,14,15,28) 

(2) 

3.3V 

wire 

TRxD 

(23) 
TTxD 

MMOD0 

EXMOD1 

※１ 

FRQS 

EXMOD0 

VDD 
VDDF 

2.5V 

※2 

TRES (4) 

(19) 

(20) 
TAUX3 

TAUX4 
※3 
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・ＣＳＩでご利用の場合の接続例（ＡＺ４１１－Ｓ２使用時） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ ターゲットシステムとの接続例 ＞ 

 

 ※１ オプション機能です。 
※２ ターゲット基盤でプルアップｏｒプルダウン（使用する動作モードで）抵抗を入れて頂いた 

   だきます。抵抗値は１０ＫΩ程度を推奨します。 

 ※３ 基板上のスイッチなどで所定の書き込みモードを設定する場合は、接続の必要ありません。 

 

Target System IMPRESS 

MN103SF33N 

CKSEL 

WDT 

/TICS (8) 

(15) 

(1) 

(2) 

TCK MMOD1 (12) 

TAUX 

VDDH 
VDD2 
VDDB 
AVDD 
PVDD 

VSS 
AVSS 
PVSS 

/RST 

GND 

/TRES 

TVccd 

(14) 

(20) 

3.3V 

AZ411-S2 

TRxD 

(9) 
TTxD 

MMOD0 

EXMOD1 

※１ 

FRQS 

EXMOD0 

VDD 
VDDF 

2.5V 

※2 

TRES (16) 

(13) 

(11) 
TAUX3 

TAUX4 
※3 AZ210 
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・ＵＡＲＴでご利用の場合の接続例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ ターゲットシステムとの接続例 ＞ 

 

 ※１ オプション機能です。 
※２ ターゲット基盤でプルアップｏｒプルダウン（使用する動作モードで）抵抗を入れて頂いた 

   だきます。抵抗値は１０ＫΩ程度を推奨します。 

 ※３ 基板上のスイッチなどで所定の書き込みモードを設定する場合は、接続の必要ありません。 

 

 

Target System IMPRESS 

MN103SF33N 

SBI2 

WDT 

/TICS (10) 

(18) 

(27) 

(13) 

TCK MMOD1 (6) 

VDDH 
VDD2 
VDDB 
AVDD 
PVDD 

VSS 
AVSS 
PVSS 

/RST 

GND 

/TRES 

TVccd 

(5) 

(1,14,15,28) 

(2) 

3.3V 

wire 

TRxD 

TTxD 

SBO2 

EXMOD1 

※１ 

EXMOD0 

VDD 
VDDF 

2.5V 

※2 

TRES (4) 

(19) 

(20) 
TAUX3 

TAUX4 
※3 
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・ＵＡＲＴでご利用の場合の接続例（ＡＺ４１１－Ｓ２使用時） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ ターゲットシステムとの接続例 ＞ 

 

 ※１ オプション機能です。 
※２ ターゲット基盤でプルアップｏｒプルダウン（使用する動作モードで）抵抗を入れて頂いた 

   だきます。抵抗値は１０ＫΩ程度を推奨します。 

 ※３ 基板上のスイッチなどで所定の書き込みモードを設定する場合は、接続の必要ありません。 

 

 

 

 

Target System IMPRESS 

MN103SF33N 

SBI2 

WDT 

/TICS (8) 

(15) 

(1) 

(2) 

TCK MMOD1 (12) 

VDDH 
VDD2 
VDDB 
AVDD 
PVDD 

VSS 
AVSS 
PVSS 

/RST 

GND 

/TRES 

TVccd 

(14) 

(20) 

3.3V 

AZ411-S2 

TRxD 

TTxD 

SBO2 

EXMOD1 

※１ 

EXMOD0 

VDD 
VDDF 

2.5V 

※2 

TRES (16) 

(13) 

(11) 
TAUX3 

TAUX4 
※3 

AZ210 
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①”書き込みモード”など一部の書き込み信号がユーザシステムとの共用端子に定義されている 

場合には、それらの信号のマルチプレクス回路をユーザシステムに実装してください。／ＴＩＣＳ 

信号は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのデバイスファンクション実行時にだけアサートされる信号です。 

この信号によって共用端子に実装される信号切替えを行います。 

書き込み制御に使われるこれらの信号が、フラッシュマイコンから制御用専用信号線として定義 

されるターゲットシステムでは、マルチプレクス回路は不要です。 

マルチプレクス回路をユーザーターゲットシステムにいれていただくことにより、／ＴＩＣＳが 

ネゲートされている時（デバイスファンクションを実行していない時）にＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ 

が接続されていない（コネクタを外した）状態と同一の条件をつくることができます。 

 

 

②ＷＤＴ信号端子には、ＷＤＴ Ｐｅｒｉｏｄ【 ＦＵＮＣ Ｄ５ 】で設定されたクロック信号が 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳより出力されます。 

（／ＴＩＣＳアサート中のみ出力：オープンコレクタ出力）フラッシュメモリ書き込み中に、 

所定のクロック信号が必要なユーザ回路へ接続しご利用ください。 

 

③ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳでは、標準プローブ中に／ＴＲＥＳ信号を設けてあります。 

／ＴＲＥＳ信号は、ターゲットシステム内でワイヤードオアをとり、マイコンの／ＲＥＳＥＴ 

端子に接続して頂けるよう、オープンコレクタ出力の信号としています。 

ＴＲＥＳ信号は、ターゲットシステムが正論理のリセット信号を必要としている場合はにご利用 

いただけます。ＴＲＥＳ信号は、トーテムポール出力の信号です。 
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７－３．制御信号波形 

・Ａ．メモリ拡張モード １６ビットデータ アドレス／データ分離 
 
 

 

 
 
 
 

 
 
 
 

 

 
 

 
 

 
 
 
 
 

 ライタ仕様 
 TPR1  200ms （min） 
 TRLW1 300ms （min） 
 TRLW2  100ms （min） 
 TRMS  50ms （min） 
 TRMH  400ms （min） 
 TRRS 410ms （min） 

 

 ※１： ”  ”は、HiZ を示します。 

 ※２： /TRESとWDT はオープンコレクタ出力です。 

   出力制御切替可能です。詳細は弊社サポートセンタまでお問い合わせください。 

書き込みモード 

TAUX3 

TAUX4 

TRMS TRMS 

TRLW1 

TPR1 TRMH 

TRRS TRLW2 

TTXD 

TRXD 

/TICS 

TAUX 

/TRES 

WDT 

TCK 

CSI 

※2 

※2 
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・B．メモリ拡張モード １６ビットデータ アドレス／データ共有 
 
 
 

 
 
 

 

 
 
 
 
 

 

 

 
 

 
 
 
 
 

 ライタ仕様 
 TPR1  200ms （min） 
 TRLW1 300ms （min） 
 TRLW2  100ms （min） 
 TRMS  50ms （min） 
 TRMH  400ms （min） 
 TRRS 410ms （min） 

 

 ※１： ”  ”は、HiZ を示します。 

 ※２： /TRESとWDT はオープンコレクタ出力です。 

   出力制御切替可能です。詳細は弊社サポートセンタまでお問い合わせください。 

書き込みモード 

TAUX3 

TAUX4 

TRMS TRMS 

TRLW1 

TPR1 TRMH 

TRRS TRLW2 

TTXD 

TRXD 

/TICS 

TAUX 

/TRES 

WDT 

TCK 

CSI 

※2 

※2 
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・C．シングルチップモード １６ビットデータ 
 
 
 

 
 
 

 

 
 
 
 
 

 

 

 
 

 
 
 
 
 

 ライタ仕様 
 TPR1  200ms （min） 
 TRLW1 300ms （min） 
 TRLW2  100ms （min） 
 TRMS  50ms （min） 
 TRMH  400ms （min） 
 TRRS 410ms （min） 

 

 ※１： ”  ”は、HiZ を示します。 

 ※２： /TRESとWDT はオープンコレクタ出力です。 

   出力制御切替可能です。詳細は弊社サポートセンタまでお問い合わせください。 

 

 

 

 

書き込みモード 

TAUX3 

TAUX4 

TRMS TRMS 

TRLW1 

TPR1 TRMH 

TRRS TRLW2 

TTXD 

TRXD 

/TICS 

TAUX 

/TRES 

WDT 

TCK 

CSI 

※2 

※2 
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① フラッシュプログラマの電源投入後、ターゲットシステムの電源を入れてください。 

 

② フラッシュプログラマはターゲットマイコンを書き込みモードに引き込むため、リセット信号を 

アサートします。 

 

③ プログラムコマンドの起動によって／ＴＩＣＳがアサートされ、フラッシュプログラム用の通信 

チャネルがターゲットシステム上でフラッシュプログラマ側に接続されます。 

（フラッシュプログラム用の通信チャネル及び、関連信号が他のユーザ回路から独立して常時 

フラッシュプログラマに専有されるシステムでは、本信号による信号切替えは必要ありません） 

 

④ ＴＶｐｐを規定電圧に上げます。 

 

⑤ プログラミングモードが起動され、規定の通信回線を使ってＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳとの通信を 

始めます。通信は、あらかじめ設定されている、通信条件で通信を行います。 

 

⑥ プログラミング終了後、自動的にＶｐｐ印加を終了します。 

 

⑦ また、／ＴＩＣＳもネゲートします 

（／ＴＩＣＳアサート中は、ＷＤＴ信号（出力）から周期的なパルスが出力されつづけます） 
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７－４．プローブ 

 

弊社では、標準プローブとしてＡＺ４１０、ＡＺ４１１、ＡＺ４１２、ＡＺ４１３の４つを用意して 
おります。各プローブのご用命は、弊社又は弊社代理店までご相談下さい。 

各プローブの仕様は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳインストラクションマニュアル【 ８－６．ターゲット 
インターフェイス 】または、弊社ホームページをご参照ください。 

 

＜ ＡＺ４１１／ＡＺ４１３ ＞ 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳの入出力線の多くには、ＧＮＤ線との間に１MΩのプルダウン抵抗が付加 
されています。また、ターゲットシステム上で使用するＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳからの制御線は、 
ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ用のコネクタを外した際にターゲットシステムに対して障害とならないよう 
にネゲート状態にしておくことが必要です。 

これらの信号に対しユーザシステム上でユーザ電源及びＧＮＤ信号に対し、１０ＫΩ程度の抵抗によ

りプルアップまたはプルダウンしておくことを推奨しています。 

フラッシュライタからの制御信号線に対し、プルアップ抵抗（約１０ＫΩ）をユーザシステム内で付

加できない場合には、ＡＺ４１１／ＡＺ４１３をご利用下さい。 

ＡＺ４１１／ＡＺ４１３は、フラッシュライタからの制御出力線に対し、プルアップ／プルダウン 

抵抗を任意に付加できるプローブです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NET IMPRESS ﾀｰｹﾞｯﾄｼｽﾃﾑ AZ411/AZ413 

IC ｸﾘｯﾌﾟ  

又は 

先端未処理 
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＜ ＡＺ４１１／ＡＺ４１３ ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NET IMPESS 

Side 

TVcc(2) 

/TRES(5) 

TCK(6) 

TRW(9) 

/TICS(10) 

 

TMODE(12) 

TTxD(13) 

WDT(18) 

AUX(23) 

TBUSY(24)

 
TI0(26) 

TI1(25) 

TRxD(27) 

TRES(4) 

TVpp1C(19) 

TVpp2C(20) 

 

 

 

Vcc(3) 

TVpp2(17) 

TVpp1(16) 

GND 

(1,14,15,28) 

User Target 

Side 

TVcc(20) 

/TRES(14) 

TCK(12) 

TRW(10) 

/TICS(8) 

 

TMODE(4) 

TTxD(2) 

WDT(15) 

AUX(9) 

TBUSY(7) 

TI0(5) 

TI1(3) 

TRxD(1) 

TRES(16) 

TVpp1C(13) 

TVpp2C(11) 

 

 

 

Vcc(18) 

TVpp1(19) 

TVpp2(17) 

GND 

(Clip) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10KΩ 

10KΩ 

/TOE(11) /TOE(6) 

Pull up 

ｼｮｰﾄﾌﾟﾗｸﾞ 

( ユーザ用意 ) 

Pull down 

ｼｮｰﾄﾌﾟﾗｸﾞ 

( ユーザ用意 ) 

1体 1配線 

1体 1配線 
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８．代表マイコン以外への適用 

－ パラメータテーブルの変更方法 － 

 

８－１．パラメータ変更（ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのキーボードを使って） 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳインストラクションマニュアル【 ５－４．パラメータ設定 】に示すファンク

ションコマンドで規定されるパラメータ（ファンクションＤ１～ＤＦ）については、ＮＥＴ  

ＩＭＰＲＥＳＳのキーボード上で変更できます。 

ターゲットシステムとの通信インタフェイスやご利用になるターゲットシステムの電源電圧などが 

この範囲に入ります。 

 

＜ ご注意 ＞ 

マイコン内に内蔵されるフラッシュメモリブロック構成など、設定事項が多岐にわたる対象マイコン 

自体の変更は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのキーボードからは行えません。 

（別売のリモートコントローラ：ＡＺ４９０をご利用ください。） 

 

 

８－２．対象マイコンの変更（別売のリモートコントーローラを使って） 

弊社では、ＰＣからＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳをリモート制御するためのリモートコントローラ 

（ＡＺ４９０）を別売しております。このリモートコントローラでは、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳの 

リモートコントロール機能のほかに、パラメータテーブルの設定、確認ができます。 

リモートコントローラでは、パラメータテーブルを個々に設定する事ができ、変更可能なパラメータ 

設定対象は、以下のパラメータが含まれます。 

 

① Device Type： 対象デバイス名称が設定できます 

 ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ ＬＣＤ上に表示される名称を変更できます 

② Flash Rom Area： 当該マイコンのフラッシュメモリ領域が設定できます 

③ Rom Block： フラッシュメモリのブロック構成をＲｏｍ Ｇｒｏｕｐ毎にスタート 

 アドレスとサイズを設定する事ができます 

 これにより、同一プロトコル・アルゴリズムを代表マイコン以外のマイコ 

 ンに対する対応が可能となります 

④ MCU Clock： ターゲットマイコン動作クロック周波数の設定ができます 

⑤ 通信インタフェイス：ターゲットシステムとの通信インタフェイスの設定ができます 

⑥ その他： その他のマイコンの固有設定情報を変更する事ができます 
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８－３．リモートコントローラによるパラメータの変更方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パーソナルコンピュータ（ＩＢＭ－ＰＣ）とＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳをＥＴＨＥＲＮＥＴケーブル 

（１０ＢＡＳＥ－Ｔ）又は、ＲＳ－２３２Ｃケーブルで接続します。 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳには、ターゲットマイコン用のコントロールモジュールを実装しておきます。 

パーソナルコンピュータ（Ｗｉｎｄｏｗｓ環境）上で、リモートコントローラを動作させることで、 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳに実装されたコントロールモジュールのパラメータテーブルを変更／確認 

することができます。 

リモートコントローラ（ＡＺ４９０）では、パラメータの一括ロード／セーブが行えます。 

一括してセーブすることができますので、同系列の各種デリバディブマイコンへのパラメータ 

テーブル変更が容易に行うことができます。 

また、この機能を使い、弊社ホームページよりダウンロードしたマイコンパックをコントロール 

モジュールにロードすることが容易に行うことができます。 

 

 

 

ﾊﾟｰｿﾅﾙｺﾝﾋﾟｭｰﾀ 

NET IMPRESS 

ｺﾝﾄﾛｰﾙﾓｼﾞｭｰﾙ 

ETHERNET／RS-232C 
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９．定義体交換機能 

 

９－１．定義体交換機能概要 

インプレスモジュールの機能として異系列の書き込み仕様をもつマイコンに対しても、コントロール 

モジュールの交換なしに、リモートコントローラ（ＡＺ４９０）の定義体のダウンロード機能を 

使用して、スピーディな段取りで行うことができます。 

この定義体交換機能は、インプレスモジュールに定義体ライセンスを付加することにより、他の書き 

込み仕様をもつマイコンに対応するインプレスモジュールに交換することができます。 

定義体ライセンスは、弊社で販売しております。ご不明な点がございましたら、弊社または、代理店 

にお問い合わせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ETHERNET／RS-232C 

ﾊﾟｰｿﾅﾙｺﾝﾋﾟｭｰﾀ NET IMPRESS 

ｺﾝﾄﾛｰﾙﾓｼﾞｭｰﾙ 

定義体ﾌｧｲﾙ(XXX.CM) 
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９－２．定義体交換方法 

 

定義体ライセンスが付加された、インプレスモジュールをＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳに実装された状態に

して、リモートコントローラ（ＡＺ４９０）の定義体ダウンロード機能（Ｆｉｌｅ Ｔｒａｎｓｆｅｒ

画面の、Ｃｏｎｔｒｏｌ Ｍｏｄｕｌｅ Ｌｏａｄ ｔｏ ＨＤ機能）により、コントロールモジュール

の定義体交換を行います。（ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ単体では、この機能はご利用できません） 

定義体ライセンスをご購入時に、弊社より提供されたフロッピーディスクの中にある定義体ファイル 

（ｘｘｘ．ＣＭ）をこの機能により、インプレスモジュールにダウンロードすることとなります。 
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１０．コントロールモジュール作成手順 

 
１０－１．作成要領 

      
①ライセンスファイル（＊．ｙｌｃ）より、ライセンスを追加します。 

 ライセンスファイルをコンパクトフラッシュ内のルートに 

ただ１つだけ配置します。 

 “ＦＵＮＣ－ＡＦ”にてライセンスを追加できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

FUNC

FUNC

FA

SET

SET

CM UNDEFINED
　/　　/FAF　　/
FAF/ADD LICENSE

[キー操作] [LCD表示]

CM UNDEFINED
　/　　/COPY　/

ライセンス追加実行
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②ＩＭＰＲＥＳＳ Ｍｏｄｕｌｅフォルダ（＊．ｙｉｍ）作成します。 

 “ＦＵＮＣ－Ｂ１”にて作成できます。 

 ＡＺ４９ｘをご利用下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

 “Ｃｒｅａｔｅ”をクリックすると下図画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 フォルダ名を入力して、“ＯＫ”をクリックして下さい。 
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③カレントＩＭＰＲＥＳＳ Ｍｏｄｕｌｅフォルダを設定します。 

 “ＦＵＮＣ－Ｂ０”にて設定できます。 

 ＡＺ４９ｘをご利用下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 “Ｓｅｌｅｃｔ”をクリックすると下図画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 フォルダ名を入力して、“ＯＫ”をクリックして下さい。 

 



 50 

 

④コントロールモジュール（＊．ＣＭ）をダウンロードします。 

 ＡＺ４９ｘをご利用下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 “Ｄｅｆｉｎｉｔｉｏｎ Ｐｒｏｇｒａｍ Ｌｏａｄ”をクリックすると 

下図画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フロッピーディスク“Ｌｉｃｅｎｓｅ Ｐａｃｋ”内のＣＭファイルを選択して、 

“ＯＫ”をクリックして下さい。 
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１１．ご利用上の注意 

 

① 本コントロールモジュールは、弊社フラッシュマイコンプログラマ専用のコントロールモジュー 

 ルです。弊社、フラッシュマイコンプログラマ（スーパーインプレスシリーズ）以外ではご使用 

 にならないでください。 

 

② 本コントロールモジュールは指定されたフラシュマイコン専用のものです。 

他のマイコンへの書き込みには、書き込みを行うマイコン専用のコントロールモジュールをご利 
用ください。マイコンとコントロールモジュールとの対応を誤って使用すると、ターゲットシス 
テムを破壊する恐れがあります。 

 

③ ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳは、ターゲットシステムとのインタフェイスＩＣ（ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳ 

Ｓ内部ＩＣ）電源用に数ｍＡの電流をＴＶｃｃｄ端子より消費いたします。 

 

④ コントロールモジュール（コンパクトフラッシュカード）は、絶対にイニシャライズ（フォーマ 

 ッティング）しないでください。 
イニシャライズされますと、コントロールモジュール内の定義体（コントロールプログラム）も消 
去されてしまいます。 

 

⑤ デバイスファンクション又は、ファンクション実行中には、コントロールモジュールの脱着は、 

行わないでください。 

コントロールモジュールアクセス中に、脱着してしまいますとコントロールモジュールを破壊する

恐れがあります。 

 

⑥ フラッシュマイコンプログラマは、コントロールモジュールを実装した状態で動作します。 
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